
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 4 月 30 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究は 2009 年 1 月打上げの国産の雲・エアロゾル衛星センサ「GOSAT CAI」
データを利用して日本沿岸の赤潮の早期赤潮警戒システムの構築を目的とした．
研究では，東京湾の分光反射率／クロロフィル a（赤潮の指標 Chl.a）データセ
ットが 2 年間収集され，CAI による Chl.a 推定法が検討された．その結果，比較
的懸濁物質の少ない条件下では，CAI の紫外線波長を利用した Chl.a 推定が可能
になった． 

 
研究成果の概要（英文）： 
The objective of this research aimed at developing the red tide bloom early warning 
system in the Japanese coast using the domestic cloud and aerosol satellite sensor 
"GOSAT CAI" data launched on January, 2009. In research, the spectral reflectance / 
chlorophyll a (An index of red tide) data sets of Tokyo Bay were collected for two years.  
And the Chl.a estimation method by CAI was examined. 
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１．研究開始当初の背景 
近年世界各地の沿岸域において，赤潮が

内水面漁業等に多大な被害を及ぼしている．
このような漁業被害防止や被害対策を議論

する上で赤潮分布を早期把握・予測するこ
とは非常に重要である．しかし赤潮は広域
的・突発的に発生するため，船舶調査だけ
ではその実態を捉えることは難しかった．
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このような水域における時空間的な現状を
把握するにはリモートセンシング(RS)が
適している．しかし，現在わが国では赤潮
を監視するための国産の海色衛星はなく，
外国のセンサに頼っている．このような背
景から，本来海色センサではなく大気セン
サである国産の「GOSAT CAI」センサを
使った赤潮監視システムの構築を検討する
ことが重要である． 
 
２．研究の目的 
 赤潮が発生する沿岸は水質リモートセン
シング(RS)の分野でケース II 水域と呼ば
れ，赤潮の指標となるクロロフィル -a
（Chl-a）の検出が難しいとされる．また
衛星による沿岸の Chl-a 推定は大気補正が
最大の課題とされている．そこで本研究で
は，主に沿岸域の現地調査データを使って，
GOSAT CAI による Chl-a 推定モデルを提
案するとともに，赤潮検出用の沿岸のエア
ロゾル分布推定モデルの開発とその現場検
証を試みる． 
 
３．研究の方法 
 本研究はまず衛星による沿岸の高 Chl-a，
エアロゾル推定アルゴリズム構築のための
「船舶による沿岸のエアロゾル・クロロフ
ィル観測」を行う．そして，そのデータを
もとに，沿岸の高 Chl-a／エアロゾル推定
アルゴリズム（長波長から短波長を推定す
る方法および LCI 手法を使う方法）を開発
する．そしてそれらのアルゴリズムを検証
するため，再び「船舶による沿岸のエアロ
ゾル・クロロフィル観測」を行い，そのデ
ータを使ってアルゴリズムの検証を行う．
最後に開発されたアルゴリズムを実際の
CAI データに適用し，日本沿岸の Chl.a 分
布図のプロトタイプを公開する． 
 
４．研究成果 

本研究の主要な成果は以下のとお
りである．１）2010 年 6 月～2011 年 7
月の間に東京湾において GOSAT CAI セ
ンサによる Chl.a 推定のアルゴリズム
開発・検証のために東京湾において 7
回（計 26 組）の分光反射率／水質調
査データを取得した．２）最新の大気
補正手法である LCI 手法を応用した
CAI による Chl.a 推定法では，「384nm，
674nm，870nm の 3 バンドを使った LCI」
と「Chl-a」の相関が比較的高かった．
ただし，この方法では，無機懸濁物質
の指標となる SS が増えると，相関が
悪くなる傾向を示すという問題点が
あった．３）無機懸濁物質量に関係な
く CAI による Chl.a 推定するには
380nm の紫外線バンドが利用できるこ

とを示した．ただし，CAI には海色セ
ンサが持つ 550nm 付近のバンドがない
ことが，Chl.a 推定を特に難しくして
いることも判明した．さらに大気補正
の観点からは，海色センサと同様に近
赤外の 2 バンド（CAI の近赤外バンド
は 870nm と 1600nm）でオングストロー
ム指数を計算した場合，CAI の 1600nm
バンドの高ノイズが問題であること
が判明した． 

最終的には比較的懸濁物質の少な
い水域では CAIによるクロロフィル推
定（赤潮の指標）は可能性がある．下
図は後述したホームページにも公開
しているが，本研究で開発した CAI（紫
外線バンド法）と MODIS（従来の海色
センサ）による瀬戸内海の Chl.a マッ
プである．このような成果は，社会的には
赤潮被害の予防の一助となり，また技術的に
は，GOSAT の後継機の開発の参考とされる点
で大変有益だと考えられる． 
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